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１. 組合概要

（２） 代表者

代表理事　　大塚英昭

(３)  役 員

（４）　組織図

（５） 設立年月日

（６） 出 資 金

〒２８６－０８２３　千葉県成田市小泉３４４-1

Ｔｅｌ

Fax　　

e-mail

（８） 事業概要

一般廃棄物（不燃ごみ、軟質性粗大ごみ）処理業務、再生資源品選別業務、

再生資源品売りさばき業務及びトイレットペーパー（再生品）販売

（９）　許認可業務

n_sigen2411@eagle.ocn.ne.jp
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該当なし
（一般廃棄物処理業の許可は廃棄物処理法第７条第６項但し書きにより不要）

青年部

理事会

工場長

プラットホーム部門 選別ライン部門 中央制御室 総務部門

0476-36-2410

監 事 伊 藤 公 子 （ 非 常 勤 ）

監 事 片 岡 孝 治 （ 非 常 勤 ）

総会

0476-36-2411

監事 代表理事 組合員

昭 和 ５ ８ 年 ６ 月 ２ ８ 日

７００万円

（７） 事 務 所 所 在 地

専 務 理 事 武 田 永 雄 （ 非 常 勤 ）

（１） 組合名

成 田 市 資 源 回 収 協 同 組 合

代 表 理 事 大 塚 英 昭 （ 非 常 勤 ）
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（１０） 組合履歴

成田市資源回収協同組合設立総会

成田市資源回収協同組合設立法人認可取得

成田市リサイクル事業開始

千葉県資源リサイクル事業協同組合連合会加入

組合構成員に１事業者加入

組合構成員１事業者脱退

（１１）事業規模

① 再生資源品受入量 ２,９２９ｔ（2022年度）

② 売上高 ２１３百万(2022年度）

③ 従業員数 ２８名（2022年7月1日現在）

④ 敷地面積 ７,８００ｍ２（成田市所有）

⑤ 建築面積 １,５１６ｍ２

⑥ 処理能力 ４０ｔ／５時／１日

不燃ごみ・粗大ごみ 処理能力　２４ｔ／５時／１日

ビン缶 処理能力　１６ｔ／５時／１日

（１２） 保有車両

軽小型貨物 ０．６ｔ／１台

ダンプ 　　４ｔ／１台

（１３） 重機

バケット ９０馬力／１台、５０馬力／２台

フォークリフト ２ｔ／２台

ベーラフォークリフト ２ｔ／１台

（１４）　リサイクルプラザ（粗大ごみ処理施設）再生資源品処理工程

軟質ごみ

不燃ごみ

ビン・缶
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６月

昭和５９年 ４月

平成５年 ９月

昭和５８年 ５月

昭和５８年

平成１９年 １２月

平成２３年 ３月

（ア）

（イ）

搬

入

再

生

資

源

選

別

破

砕

プレス
アルミ缶

カレット

プレス

鉄くず

搬

出



（１５）　一般廃棄物の処理実績

２,９２９ｔ（2022年度）

（1６） 環境管理組織図（実施体制）

（１７） 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 加藤岡貴史

担当者：事務局 佐々木利江子　加藤岡知明　石井貞子

Ｔｅｌ 0476-36-2411

Fax　　0476-36-2410

ｅ-mail n_sigen2411@eagle.ocn.ne.jp

（１８） 処理料金

処理料金は成田市の委託業務につき該当しません。

（１９） 地域融和

① 成田市リサイクルプラザ・フリーマーケット出展

② 成田市消費生活展出店及びリサイクル広報

③ 成田市産業祭り展出店及びリサイクル広報

④ 自治会（町会）リサイクル説明出講

（新型コロナウィルス感染症予防のため全面中止）

代表理事
大塚英昭

２８名

ＥＡ２１事務局
佐々木利江子
加藤岡知明
石井貞子

現場管理責任者
環境管理責任者

（工場長）加藤岡貴史

部門長（工場長）
加藤岡貴史

部門長（総　務）
加藤岡知明

プラットホーム部門
工場長加藤岡貴史

選別部門 副主任
高本julita gesta

阿部恵美

中央制御室
主任佐々木孝雄

受付台貫
成毛晴美

総　務
石井貞子
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２．認証・登録の対象範囲

認証・登録番号 ：  ００２５０５

認証・登録年月日  ：　２００８/０５/２６

認証・登録事業者名  ：　成田市資源回収協同組合

対象事業所名  ：　事務所

所在地  ：　千葉県成田市小泉３４４－１

対象活動  ：　一般廃棄物（不燃ごみ、軟質性粗大ごみ）処理業務、再生資源品選別業務

再生資源品売りさばき業務及びトイレットペーパー（再生品）販売

３.代表者による経営における課題とチャンスの明確化

・成田市所有の廃棄物リサ
イクル処理施設による効率
の良いリサイクル処理
・長期設備故障に伴う廃棄
物回収、処分方法の見直し

内部に起因するもの
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外部に起因するもの

・資源物の選別項目の増加
への対応

・再資源化ニーズの高まりへ
の対応

経営における課題
（事業上の弱み、問題点等）

経営におけるチャンス
（事業上の強み、有利な点等）

・施設の老朽化
・人手不足



４. 環境方針

基本理念

基本方針

Ⅰ．

(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

Ⅱ．

Ⅲ． 本方針は広く一般に公開します。

制定

成田市資源回収協同組合

環　境　方　針

　当組合は上記基本理念のもとに関係諸法令を遵守し、下記項目を自主的、積極的に押

し進めるとともに、定期的な見直しとシステムの継続的改善を行ないます。

事業実施にあたっては、公害防止・環境保全・省エネに努めるとともに次の事項を重

点項目として取り組みます。

搬入された資源品の分別業務にあたっては、再資源化率の向上と品質確保および
廃棄物の削減に努めます。

地域の環境を保全するため、市及び各種団体との交流、連携を図り、各々の環境保
全活動に積極的に参画します。

“世界に拓く
ヒ ラ

クリーンな市
マチ

 成田！”を合言葉に当組合は、昭和５８年成田市の

提唱のもと、市内７資源回収業者が法人組合として設立しました。

　ごみ処理、リサイクル事業は市民の日常生活と直結しており、地域循環型社会実現と地

球温暖化防止を目指すため、市民・事業者・行政がそれぞれの責任と役割を果たし、具体

的な取り組みを進めて行く必要があります。

　当組合は市民の排出する物の流れを分析し、不用品の発生抑制を前提とする３Ｒの徹

底・適正処理の推進によって大幅なごみ減量化を図り、より一層市民に信頼され地域社

会に貢献することを基本理念とします。

リサイクルセンターの効率的な稼動に努め、適正な管理のもと、電気・ガス・水道等
の消費エネルギーの節減をします。

グリーン商品の購入、販売を積極的に推進するとともに、事務用品等の使用量を節
減します。

各種車両の運転にあたっては安全運転とエコドライブの推進に努めます。

本方針は当組合の役員、組合員及び従業員に周知し、全員参加のもと、その達成に
努めます。

代表理事  

5
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５．環境負荷の実績
(1) 2019年度と2022年度の環境負荷実績は表-1のとおりです。

(2) 当工場に搬入された一般廃棄物から出来た資源品は2022年度は2,919.63ｔとなり2019年度の3,384.45ｔより

464.82t (13.7%）減となった。これは、搬入量が減ったためと思われる。

(3) 廃棄物の排出量は2022年度は261.65ｔとなり2019年度の348.06ｔより86.41ｔ（24.8%）減となった。また、再資

源化率は2022年度は73.1％、2019年度は72.1％と維持が出来ています。

(4) 総排水量は2022年度は227.9㎥となり、2019年度107.9㎥より120.0㎥（111.2%）増となった。これは、粉塵の飛散

防止や火災防止のため搬入物への散水の量を増やした事で水使用量が増加したためである。

(5) 二酸化炭素排出量は2022年度は286,751.02㎏-CO2となり 2019年度269,100.0㎏-CO2より17,651.02㎏-CO2

（6.6%）増となった。これは、ストックの処理に残業したためと思われる。

表－１

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
基準年比

（％）

㎏‐CO2 254,569 282,630 280,379 273,305 107.4

㎏‐CO2 14,531 14,148 12,940 13,446 92.5

ｔ 3,384 3,422 3,028 2,920 86.3

㎥ 1,380 1,204 1,244 1,234 89.4

㎥ 1,004 844 820 817 81.4

㎏‐CO2 269,100 2,967,786 293,319 286,751 106.6

ｔ 0 0 0 0

ｔ 3,384 3,422 3,028 2,920 86.3

ｔ 3,384 3,422 3,028 2,920 86.3

ｔ 3,049 3,100 2,746 2,664 87.4

ｔ 0 0 0 0

ｔ 2,455 2,473 2,178 2,135 87.0

ｔ 595 624 568 523 87.9

ｔ 348 335 288 262 75.2

㎥ 108 340 331 228 211.2

【　　】は必須項目

６．今後の目標と計画（2023年度～2025年度の中期目標）
基準年を2022年度とした今後3ヵ年の中期目標は次の通りです。 節減率

目標値 増減 目標値 増減 目標値 増減

全社 286,751 ㎏-CO2 281,016 削減率2.0％ 275,281 削減率4.0％ 269,546 削減率6.0％

- kWh - 削減率2.0％ - 削減率4.0％ - 削減率6.0％

391 ℓ 387 削減率1.0％ 383 削減率2.0％ 379 削減率3.0％

137 ㎥ 134 削減率2.0％ 131 削減率4.0％ 128 削減率6.0％

900 ℓ 882 削減率2.0％ 864 削減率4.0％ 846 削減率6.0％

- ℓ - 維持 - 維持 - 維持

8,317 枚 8,234 削減率1.0％ 8,151 削減率2.0％ 8,067 削減率3.0％

39 品目 40 品目数1品目 41 品目数2品目 42 品目数3品目

13.6 ㎏ 13.5 削減率1.0％ 13.3 削減率2.0％ 13.2 削減率3.0％

- - - 実施 - 実施 - 実施

- - - 必要の都度 - 必要の都度 - 必要の都度

577,812 kWh 566,256 削減率2.0％ 554,700 削減率4.0％ 543,143 削減率6.0％

2,039 ℓ 2,019 削減率1.0％ 1,998 削減率2.0％ 1,978 削減率3.0％

1,995 ℓ 1,975 削減率1.0％ 1,955 削減率2.0％ 1,935 削減率3.0％

1,234 ㎥ - 維持 - 維持 - 維持

817 ㎥ - 維持 - 維持 - 維持

784,220 ㎏ 776,378 削減率1.0％ 768,536 削減率2.0％ 760,693 削減率3.0％

- - - 実施 - 実施 - 実施

- - - 実施 - 実施 - 実施

- 回 - 必要の都度 - 必要の都度 - 必要の都度

項　目　と　単　位

目標項目

二酸化炭素の削減

　　うち再資源化等量

再使用

再生利用

公共用水域

単純焼却（分別後委託）

最終処分量（分別後委託）

【⑨総排水量】

①総エネルギー投入量

⑧廃棄物最終処分量

③水資源投入量

【⑦廃棄物等総排出量】

基準年
実績

単位
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ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの要請

購入電力

化石燃料

資源投入量

地下水

雨水

【二酸化炭素】

再資源移動量

資源投入量

中間処理量

節水（地下水）

灯油の節減

節水（地下水・雨水）（数量は工場に含む）

コピー枚数の節約

エコマーク・グリーン商品の購入の推進

工
場

電力の節減（数量は工場に含む）

燃料の節減（事務所用車両ガソリン）

LPGの節減

節水（雨水）

廃棄物の削減

廃棄物の管理（適正処理）

工場内の清潔保持

廃棄物の削減（資源品を除く）

OA機器の活用

電力の節減

燃料の節減（軽油）

燃料の節減（ガソリン）

事務所の４S+１Sの推進

2023年度 2024年度

事
務
所

⑥受諾した資源品の処理量

②総物資投入量

【④温室効果ガス排出量】

⑤化学物質排出量・移動量

※：電力の温室効果ガス排出量の排出係数は、環境省・経済産業省（2022年1月7日公表）
　　　／2020年度実績の成田香取エネルギー調整後排出係数（0.473kg-CO₂/kWh)を使用

2025年度



７．環境目標とその実績

（１）環境目標の設定

　　　　　　組合事務所と工場ごとに環境目標を設定しました。

（２）環境目標と取り組み状況

① 電力の節減では、夏季に猛暑日が続いた事や残業時間の増加で機器の稼働時間が増えたため

目標達成出来ませんでした。

② 燃料節減として、重機車両のアイドリング・ストップや静かな運転等エコドライブを心掛けましたが、

機器の故障により使用量が増えた事で目標達成出来ませんでした。

③ 水資源は地下水・雨水を使用し、節水に心掛けて使用量減になりました。。

④ 工場の廃棄物削減は、搬入量減少により細かな分別作業で目標達成出来ました。

⑤ グリーン商品の購入について積極的に努めましたが、全体的に購入する物が少なかったため未達

　となりました。

（３）2022年度目標および実績等

2022度目標値 2022年度実績

2019年度実績対比 目標・増減

全 261,027.0 286,751.0

社 3％減 10%増

8,484 8,317

3％減 2％減

54 39

3品目増 28％減

516.6 390.7

3％減 24％減

108.2 136.5

3％減 26%増

582.0 900.0

3％減 55%増

13.9 13.6

3％減 2％減

522,054.0 577,812.0

3％減 11%増

2,023.4 2,039.0

3％減 1%増

2,544.3 1,995.0

3％減 22％減

914.4 784.2

3％減 14％減

2,384.3 2,051.6

維持 14％減

整理・整頓・清掃・清潔の保持 実施 実施
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全員参加で実施しました。

燃料の節減（軽油・重機）

電力の節減（事務所含む）

ℓ

廃棄物の削減 ｔ

節水（地下水・雨水）
（事務所含む）

良く出来ています。

継続していきたいです。

走行時間の短縮やアイドリングストップを心掛けて
下さい。

今後も頑張りましょう。

良く出来ています。

工
　
　
　
場

ℓ

燃料の節減
（ガソリン・フォークリフト他）

評　　　　価

日頃から心掛けている事が成果として出たのが良
かったです。

これといった原因が特定出来ないので今後も注意
深く見守っていきたいです。

今期は良い成果が出ました。引き続き頑張ってい
きたいです。

ｋｇ

灯油（暖房用）の節減 ℓ

品目

この調子で頑張っていきましょう。

グリーン商品に変更出来る物を考えながら購入し
ていきたいと思います。

場内のエアコンの故障により、代わりの暖房器具
を利用したための結果だと思います。

二酸化炭素の削減
処理物の増加、残業時間の増加が要因だと思わ
れます。当分動向を見ていきたいと思います。

kWh

㎥

環　境　目　標

エコマーク・グリーン商品の購入

燃料の節減（ＬＰＧ） ｋｇ

コピー枚数の節減

燃料（事務所用）の節減 ℓ

事
　
務
　
所
　
・
　
台
　
貫
　
室

廃棄物の削減 ｋｇ

枚



８.主要な環境活動計画の内容

（１）活動計画内容と取り組み結果の評価

環境目標 取 り 組 み 結果 評価

全 ①電力の節減 ○ 実施してます

②ガソリン・軽油の節減 ○ 実施してます

社 ③LPG・灯油の節減 ○ 実施してます

①両面コピーの徹底　　 ○ 実施してます

②コピー機使用枚数の記録 ○ 実施してます

③資料の共有化 ○ 実施してます

①エコ・グリーンマーク付商品を優先的に購入・使用 ○ 実施してます

②用紙購入は古紙配合商品を購入 ○ 実施してます

③文房具の再利用の推進（回収資源品） ○ 実施してます

①エコドライブの実施 ○ 実施してます

②エンジン２,０００回転以内 ○ 実施してます

③アイドリングストップの実施 ○ 実施してます

④過積載の防止 ○ 実施してます

①ガスコンロの適正管理 ○ 実施してます

②給湯器の温度設定を低めにする ○ 実施してます

①石油ストーブの適正管理（使用時間の短縮等） ○ 実施してます

②給油時の漏れ防止 ○ 実施してます

①事務所等から排出される廃棄物の分別の徹底 ○ 実施してます

②使い切り商品は避け、詰め替え可能な商品を購入 ○ 実施してます

③買い物時のエコバックの使用 ○ 実施してます

①照明の適正管理 ○ 実施してます

②無人の場合は機器類の電源を切る ○ 実施してます

③作業後は直ちに電源を切る ○ 実施してます

④ベルトコンベヤの空運転の防止 ○ 実施してます

⑤老朽機器の整備・更新 △ 毎月、市と協議をし、徐々に改善

⑥従業員のエレベーター使用原則禁止 ○ 実施してます

⑦空調の適正管理（室温：冷房２６℃以上、暖房２０℃以下） ○ 実施してます

⑧OA機器の適正管理（待機電力カット） ○ 実施してます

①乱暴運転の禁止 ○ 実施してます

②静かな運転（爪の床こすり禁止等） ○ 実施してます

③アイドリングストップの実施 ○ 実施してます

④走行時間の短縮（運転日誌の活用） ○ 実施してます

①成田市への異物混入防止の要請・情報提供 ○ 実施してます

②市民への協力要請（見学者・講演等） ○ 実施してます

③可燃物・不燃物の削減（成田市への要請） ○ 実施してます

④搬入プラスチック袋の資源化の検討（容器包装リサイクル法） ○ 実施してます

⑤ガスライター、電池、蛍光管の適正管理（安全確保） ○ 実施してます

①水の出しっ放しををしない ○ 実施してます

②使用後は確実に蛇口を閉める ○ 実施してます

③洗浄水（プラットホーム・洗車）の節水 ○ 実施してます

④排水の再利用（雨水再利用水へ） ○ 実施してます

①４Ｓ＋１Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）＋躾の確保 ○ 実施してます

②緑地空間は、常に清掃し好環境を維持する ○ 実施してます

二酸化炭素
の削減
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９.次年度の取り組みの内容
環境目標

全 ①電力の節減 継続

②ガソリン・軽油の節減 継続

社 ③LPG・灯油の節減 継続

①両面コピーの徹底　　 継続

②コピー機使用枚数の記録 継続

③資料の共有化 継続

①エコ・グリーンマーク付商品を優先的に購入・使用 継続

②用紙購入は古紙配合商品を購入 継続

③文房具の再利用の推進（回収資源品） 継続

①エコドライブの実施 継続

②エンジン２,０００回転以内 継続

③アイドリングストップの実施 継続

④過積載の防止 継続

①ガスコンロの適正管理 継続

②給湯器の温度設定を低めにする 継続

①石油ストーブの適正管理（使用時間の短縮等） 継続

②給油時の漏れ防止 継続

①事務所等から排出される廃棄物の分別の徹底 継続

②使い切り商品は避け、詰め替え可能な商品を購入 継続

③買い物時のエコバックの使用 継続

①照明の適正管理 継続

②無人の場合は機器類の電源を切る 継続

③作業後は直ちに電源を切る 継続

④ベルトコンベヤの空運転の防止 継続

⑤老朽機器の整備・更新 継続

⑥従業員のエレベーター使用原則禁止 継続

⑦空調の適正管理（室温：冷房２６℃以上、暖房２０℃以下） 継続

⑧OA機器の適正管理（待機電力カット） 継続

⑨処理設備の稼働時間短縮 新規

①乱暴運転の禁止 継続

②静かな運転（爪の床こすり禁止等） 継続

③アイドリングストップの実施 継続

④走行時間の短縮（運転日誌の活用） 継続

①成田市への異物混入防止の要請・情報提供 継続

②市民への協力要請（見学者・講演等） 継続

③可燃物・不燃物の削減（成田市への要請） 継続

④搬入プラスチック袋の資源化の検討（容器包装リサイクル法） 継続

⑤ガスライター、電池、蛍光管の適正管理（安全確保） 継続

①水の出しっ放しををしない 継続

②使用後は確実に蛇口を閉める 継続

③洗浄水（プラットホーム・洗車）の節水 継続

④排水の再利用（雨水再利用水へ） 継続

①４Ｓ＋１Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）＋躾の確保 継続

②緑地空間は、常に清掃し好環境を維持する 継続
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１０．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（１）適用される主な法令等は以下の通りです。

廃棄物処理法（令）　成田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例　委託契約書

成田市リサイクル運動実施要項　成田市手数料条例　労働安全衛生法

成田市公害防止条例（騒音）

（２）当組合の環境関連法規への違反はありません。

（３）関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありません。

（４）当組合の環境関連法規への訴訟はありません。

１１.代表者による全体評価と見直しの結果

各項目の１％削減を目標に掲げたが、若干目標値を達成することが出来なかったので

今後は目標達成に向けて努力して行きたいと思います。

設備の老朽化による不具合が所々に発生しているので、早急な更新を市に要望したい

と思います。

代表理事
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大塚 英昭

2023年5月8日


	表紙
	目次
	組合概要
	環境方針
	環境負荷の実績
	環境目標とその実績
	主要な環境活動計画の内容
	次年度の取り組み内容
	環関法＆全体評価等結果



